
現在認識している人事課題 → 多様化のインパクト

（％）

出所：リクルートワークス研究所「人材マネジメント調査2005」
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次世代リーダーの育成・採用

女性の活用

中途採用力の強化

新卒採用力の強化

戦略上必要な人材像の明確化

戦略や経営ビジョンの共有

価値観や企業文化の共有

高度専門人材の育成・採用

高齢者の活用

新人・若手の早期戦力化

従業員のキャリア支援

正社員以外の人材の活用

ＯＪＴの強化

総額人件費の抑制

退職金・年金問題への対応

人材リテンション力の強化（離職率の低減）

ＯＦＦ－ＪＴの強化

適切な代謝（人材の採用、退出）

セカンドキャリア支援

ゼネラリストの育成・採用

余剰人員の整理（リストラクチャリング）

外国人ホワイトカラーの活用



２つのマネジメント軸のバランス

ミドル
マネージャー

メンバー

マネジメント力強化が
重要テーマに

負荷拡大

折り合い

Ａ．業績向上：生産性向上のマネジメント

Ｂ．ダイバーシティ
ワークライフバランス
メンタルヘルス
人材育成

Ａと矛盾しやすい



職場レベルでも多様化

ミドル
マネージャー

多様な正社員

多様な非正社員

□次世代リーダー選抜者
□戦力化してない若手
□出産前後の女性
□再雇用・役職定年した高齢者
□外国人
□中途採用入社者

□フリーター
□パートタイマー
□派遣労働者
□契約社員
□個人業務委託
□法人業務

Ｍ＆Ａ等による組織統合


